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多摩川水系の小河川における 

水生生物相の 3 年間の変動 

Fluctuation of the aquqtic fauna in  
three years in a stream of Tamagawa river system. 

 

 

飯島明子1 
多留聖典2 

 

要旨 

 2017 年から 2019 年の 3 年間、神田外語大学の環境科学の講義の一環として、

初冬に 1 回ずつ、八王子市の小河川・北浅川にて水生生物の定性調査を行った。

3 年間で 69 種の水生生物が出現したが、年ごとの類似度は低く、Jaccard の共通

係数は0.35 以下で、河川構造の毎年の変動が種構成に変化をもたらしたと考えら

れる。2019 年は特に出現種が少なく、同年 10 月の台風 19 号で大きく撹乱を受け

たためと考えられた。出現分類群による環境省の平均スコアは 3 年間とも 7.2 以

上であり、水質は「やや良好」であった。種まで確定できた 35 種の水生生物の

うち、環境省と地方自治体のレッドリスト、レッドデータブックに掲載されてい

る種は 32 種にも及び、この河川と周辺水域が環境保全上重要な地点であること

が示唆された。 
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2 東邦大学理学部東京湾生態系研究センター 
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はじめに 

 神田外語大学の環境科学のクラスでは、生態系と生物多様性についての理解を

促進するために野外学習を展開している。2017 年からは後期講義の一環として、

東京都八王子市の多摩川水系上流域の小河川、北浅川にて、水生生物の採集と観

察、種同定を行っている。 

 河川上流域には、渓流魚や甲殻類、淡水貝のほか、カゲロウ類、カワゲラ類、

トンボ類、トビケラ類などの幼虫を主とした多くの水生昆虫が生息しており、河

川生態系の中で重要な位置を占めている（竹門、1997）。これらの水生昆虫には

流速に耐え得る扁平な体を持つ種や、砂粒・小石・落葉の欠片で可搬型の巣を作

る種、転石や落葉の間に隠れる種もおり、その生活様式は多様性に富んでいる

（川合、1985）。河川上流における野外学習により、参加者は、生物の種と生活

様式の多様性、微地形と生物の関係性などについての理解を深めることが可能と

なる。そしてこの野外学習の結果、毎年同じ季節、同じ手法で採集した生物相デ

ータを集積できるようになった。このようなデータの公表は、地域生態系の保全

と持続可能な利用に向けた取り組みを行う際、基礎的な資料として必要であると

思われる（環境省、2014）。そこで本稿では、2017 年から 3 年間にわたって北浅

川の野外学習で採集された水生生物相を整理し、構成種の年間変動を示すと同時

に、環境省のスコア法ⅰにより水質の評価を行う。また、出現した希少種につい

ても概観する。 

 

 

 

 
ⅰ スコア法：水質を生物種で評価する方法の1 つ。1976 年にイギリス環境省で開発され、本稿ではその

日本改訂版（環境省、2017）を用いた。河川生物の科（分類群によっては綱）ごとにあらかじめ 1〜
10のスコアが設定されており、調査地において出現した科のスコアを合算して総スコアを得る。この

値を出現した科で除した平均スコアによって、水質を評価する。水質は平均スコアが高いほど良好と

されており、5.0未満は「良好とはいえない」、5.0以上 6.0未満が「やや良好」、6.0から7.5未満が「良

好」、7.5 以上が「とても良好」という4 区分の平均スコア階級が提唱されている。 
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調査地と調査日時、調査人員 

 東京都八王子市上恩方町の北浅川の佐戸橋周辺（図 1、写真）は、川幅約 20 m、

浅瀬の水深は 30 cm 未満の渓流である。ここで 2017 年 12 月 17 日、2018 年 11 月

25日、2019年12月1日に水生生物の採集を行ったⅱ。採集は午前 10 時に開始、12

時 30 分ごろに終了し、その後同定を行った。採集参加者は、2017年は 22人、2018

年は25人、2019 年は12人だった。 

 

図 1 調査地地図。星印は調査地点を示す。   写真 2018 年調査風景。 

 

調査方法 

 幅 26 cm、高さ 27 cm、奥行き 25 cm、目合 3 mm の手網を水中に差し入れ、そ

のすぐ上流で転石と堆積物を手でかき回し、流下する水生生物を捕らえた。また

水中に陸上植物がかぶっている部分を手網ですくい、生物を捕らえた。採集した

生物はバットにあけ、参加者が生きた状態で観察・撮影、同定し、教員とティー

 
ⅱ 水生昆虫の成虫の多くは、春から初秋までに羽化して飛び立ち、交尾後に水中に産卵する。そのため

終齢に近い大きな幼虫を得るには、冬から春先に採集することが望ましく、この野外学習も冬の初め

に行っている。 
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チングアシスタントに同定の最終確認を受け、記録した。なお調査の実施にあ

たっては東京都の特別採捕許可を受けており、記録をとった後の生物は全て現場

に再放流している。特に採集が禁止されているヤマメやカジカなどの稚魚が手網

に入ってしまった場合、その場で教員が種を判別して参加者に見せた後、ただち

に採集場所に放流した。 

 

結果と考察 

 2017 年から 2019 年までの 3 年間合計で、69 種の水生生物が出現した（表 1）。

うち、幼虫（幼生）での種判別が困難だった 5 種を除けば 64 種であった。高次

分類群ごとの内訳は、扁形動物 1 種、腹足類 2 種、環形動物 3 種、十脚類 4 種、

水生昆虫 44 種、魚類 9 種、両生類 1 種だった。各年の出現種数は、2017 年は 39

種、2018 年は 35 種、2019 年は 22 種であり、2019 年が最も少なかった。 

 各年の出現種の重複度合いを Jaccard の共通係数ⅲを用いて調べたところ、2017

年と 2018 年では共通係数は 0.35、2018 年と 2019 年では 0.25、2017 年と 2019 年

では0.19と、いずれも著しく低く、出現種構成が毎年大きく変化したことが判明

した。特に 2019 年は他 2 年との共通出現種が非常に少ない。 

 この調査では水質の化学分析は行っていないが、環境省（2017）のスコア法に

より水質の推定を行った。3 年間の出現分類群とそれぞれのスコア、総スコアと

平均スコアを表 2 に示すⅳ。3 年間合計で、スコアが設定された分類群は 28 出現

しており、2017 年にはうち 22 科（綱）、2018 年には 17 科（類）、2019 年には 8

科が出現した。表 1 で見たように年ごとの共通出現種は少なかったが、科も年ご

とにあまり共通しておらず、最も共通の科が多かった 2017 年と 2018 年の間でさ

 
ⅲ Jaccard の共通係数：2 つの生物群集でどの程度構成種が重なっているか調べるための係数。片方にの

み出現した種数を両方共に出現した種数で除した値。構成種が完全に一致すれば 1、全く一致しなけ

れば 0 をとる。 
ⅳ 2018年にのみ出現していたニホンヤマビルは、周囲の森から落ちてきたものと考えられるので、除い

て計算した。 
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え 65%程度の重複であった。しかし 3 年間の平均スコア値は近く、2017 年は 7.2、

2018 年は 7.4、2019 年は 7.5 であり、3 年間全て「やや良好」な水質だったこと

がうかがえる。 

 現場近くの河川周辺の環境は 2017 年と 2018 年では特に大きな差は見られなかっ

た。ただしワンド ⅴの水位は 2017 年の方が高く、やや流れもあったが、2018 年に

は水位が低くほとんど止水となり、ワンドと本流の両方で藻類が多く生育してい

た。2017 年・2018 年の出現種の差異は、これら河川内の環境の変化によると思

われる。2018 年には特に、止水や流れの緩やかな水域に特有の種（ヒラマキガ

イ類、イトミミズ類、クロスジギンヤンマ）が出現した。2019 年には、10 月 12

日に日本を襲った台風 19 号（ハギビス）により北浅川も氾濫し、ワンドが消失

して早瀬となるなど、河川内環境も大きく変化した。出現種数の激減は、この撹

乱のためと考えられる。 

 2019 年に確認された種のうち、代表的なものはトンボ類だった。2017 年と

2018 年にのみ出現した 5 種のうち、ハグロトンボ、コシボソヤンマ、クロスジギ

ンヤンマ、コオニヤンマは、平地から低山域の緩やかな流れや池沼に生息する種

であり（川合、1985）、2019 年の台風による撹乱後には見られなくなった。一方

で 2019 年に出現したトンボ類 6 種の中で、ニホンカワトンボ、ミヤマカワトン

ボ、ミルンヤンマ、クロサナエ、ダビドサナエは、山間の渓流に生息する種であ

る。台風による撹乱とその後の流速の変化が、トンボ類の種構成にも変化をもた

らしたと考えられる。 

 3年間で出現した水生生物のうち、種まで確定できたものは 35 種だった。この

うち、環境省のレッドリストに掲載されている種は、絶滅危惧 IB 類のホトケド

ジョウ、準絶滅危惧のキボシツブゲンゴロウ、ヤマメ、カジカの 4 種であった

（環境省、2020）。また地方自治体のレッドデータブック掲載種は 32 種を数え

 
ⅴ ワンド：川の本流と繋がっていて池のようになっている地形。 
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（野生生物調査協会ほか、2020）、北浅川出現種全体の 91％にものぼる。中でも

重要な種は、地域的絶滅が確認されているニホンカワトンボ、コシボソヤンマ、

ダビドサナエ、スナヤツメ、1 地域以上で絶滅危惧 I 類に指定されているヌカエ

ビ、ハグロトンボ、ムカシトンボ、コヤマトンボ、ヤマトクロスジヘビトンボ、

ゲンジボタル、アブラハヤ、タゴガエルである。北浅川は小規模な渓流であり、

大型台風が直撃しない年であっても河川環境の変化が大きく、水生生物の種構成

も変動する。それにもかかわらずこれほど多くの希少種の生息場所となっている

理由の一つとして、周辺を含めた水域環境の多様性と種の多様性が保たれており、

環境変動に応じて速やかに生物が加入していることが考えられる。この地域の生

態系を良好に保つためには、北浅川流域全体にわたっての保全を考慮すべきで

あろう。 
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表 1  北浅川佐戸橋周辺水域にて出現した水生生物目録。 

◯は各年の出現種を示す。 
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表 2  出現した分類群のスコア。 
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